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森下直貴・佐野誠『新版「生きるに値しな
い命」とは誰のことか』（中公選書、
2020年）
ジョージ・エストライク『あなたが消され
た未来：テクノロジーと優生思想の売り
込みについて』（みすず書房、2021年）
マルティン・ハイデガー『技術とは何だろ
うか：三つの講演』（講談社学術文庫、
2019年）

●発売元がアトリエ花粉館に変わりました
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すさまじいスピードで進化していく AI（人工知能）と、それにともな
う社会関係の変化に、いま人間はさらされている。特集では、巻頭の
鼎談で医療技術と障害を中心にして AI と生命のゆくえを探り、さらに
優生思想の現在など、生命観や世界観はどのように変容しつつあるの
かを問う。

主な目次
鼎談
黒田知宏＋林英哉＋安部浩　生命のゆくえ：ＡＩ・医療・障害
森一郎　ツァラトゥストラは子どもを作る気があるのか？
植原亮　グライダーに乗って貨幣まで：人工生命・デザイン的スタンス・社会存在論
大橋良介　ハイデッガーと量子ＡＩ：〈ゲ・シュテル〉の消失点へ／から
秋富克哉　「世界‐内‐存在」の射程：西谷啓治における一改釈
林英哉　　「生きるに値しない命」とされた人々：『夜と霧の隅で』と『月』
における障害と優生思想

公開シンポジウム　世界
石黒浩　アバターと人間の進化
西條辰義　フューチャー・デザイン：未来から現在を問い直す思考革命
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